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7. 肝部下大静脈問塞症 (Budd-Chiari症候群〉の 1
治験倒
長島通〈千大〉
症例は59歳の女性。主訴は心宮部薄。前胸部より上腹
部iこ著明な静脹怒張，下肢浮腫を認めた。内視鏡検査に
て，高安の食道静脈濯を伴っていた。下大静寂造影に
て，肝部下大静探に閉塞橡とその上下に狭窄像を認め，
閉塞部上部圧 25mmH20，下部EE230mmH20と著明な
圧差を認め，東大二外科分類 E型の Budd-Chiari症候
群と診断した。手術は，関脇開援下;こ双指摸被砕街を施
行した。術後，下大静寂の関連，食道静脈藩の改善を認
めた。 
8. 街需に局在診断しえたインシュザノーマの 1治験
領t
並木正一〈千大) 
18歳男性，主訴，空襲時意識損失発作，空腹時血糖値 
24mg/dlと低く，糖負荷， トノレブタマイド試験で陽性，
血管造影で捧体部に濃染像を認め， PTPC法iこて同部
内訳血 IRIの異常高値を認め手指施行。体部に 2x3 
x1.5cmの麗癌 1留を触れ摘出。組織辻 Functioning 
islet cell tumor，衛後19日吾に全治退院した。本例は 
PTPC法により局在診断しえた本邦第4例自の報告例
であり手術症例としては 3例自のものである。 
9. 胸壁原発悪性リンパ麗む 1倒
室谷典義〈千大)
症例， 15歳女性，主訴，右張.IJ胸部及び右背部痛，昭和 
54年10丹 2日主訴出現，昭和55年4月23日， 10x10X 5 
cmの充実性麗嬉を第9肋骨とともiこ摘出した。原発巣
は右第9肋骨と思われ，組織診断は悪性リンパ麗で、あっ
た。術後4カ月で，右胸部に再発を晃たが，放射線，化
学療法にて56年 1月現在，生存中である。本邦文献上胸
壁の悪性リンパ麗17伊jを集計し，若干の文献的考察を加
えて報告した。 
10. (取り指し〉 
1.消化器癌患者の栄養アセスメント
岩佐正人(千大〉
入院患者の栄養アセスメントは患者の栄養状態の評
語，輪披処方の決定，効果的な治療を行ううえで不可欠
である。今回試1980年5月--10月の毘に千大二外にて手
術を撞行した食道癌患者19例につき，入院時と帯直前の
基礎熱量消費量，身体許測笹，血溝総タンパク，アルブ
ミン，総鉄結合能， トランスフェリン，末捨血総リンパ
球数， PPD紅斑径， IgGを測定した結果を報告した。
また，予後推定栄養指数 (PrognosticNutritional In・ 
dex) CPNI = 158%-16.6 (Alb) -0.78 (TSF)-0.2 
(TFN) -5.8 (PPD)Jの有用性につき報告した。 
12.硬変E干iこ対する肝窃捺街衝後菅理に関する頚究
(第 I報)CCl4障害肝に対する肝窃擦の残存肝へ
の影響について
大学?喜雄(千大〉 
Ratを黒い CC14障害貯を作製し，正常肝と CC14樟
害肝に68%肝切除を行ない24時間後に一般肝機詑検査， 
ICG 15分値 (1mg/kg)，hepaplastin test，雑草需内皮
系機能検査を施行した。 68弘肝切捺により機能抵下を認
め，王常肝より CC14肝において著明であった。又，量
的再生と機能的回復を比較すると，量的再生に比し機能
的回復は遅延しており，量的再生と機龍的回復の関に格
差を認めた。この{員向は樟害肝でより著明であった。 
13.胆管癌に対する腔内誤射法の基礎的検討
尾時正彦(千大〉
胆管癌に対する控内照射法について基礎的な検討を加
えた。今回辻特に，至適隷源の選定の自的で，連組織舟
照射に利用されている小線源のうち R・226， Co・60， 
Cs・137，Ir・192，Au・198，I-125の6つの y隷源に対し， 
定，及びそれら線源の使用1エネルギー，線量分布の誤y
上の特性について比較検討を加えた。又， PTCドレナ
ージ犬を作製し庭内照射法のモデル犬とし，今後はさら
に実際の照射による周囲臓器への影響等を検討するつも
習である。 
14.食道癌の原発巣ならびにリンパ筒転移に対する 
CT診断
木村正幸〈千大)
昭和55年5月から11月迄に CT検査を施行した食道
癌 18例中関胸手術で比較換討できた比例につき検討し
た。 A因子は A3(6例)は全例 CTにて他臓器浸潤
(+)と診断でき， A2 (4伊a)は3椀を浸鴇(:t)， Ao 
Al (4 伊tl) は 3~Uを浸潤(一〉と診断出来た。正診率
は 12/14であったo n菌子は CTにて n (+)と判定し
た2例は全て n (+)であったが，ロ〈ー〉と診断した
